
二神山 
登山＆ウォーキングに 

大勢参加 
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近

隣

の

区

民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
二

神
山(
城
址)

で

十
一
月
十
三

日
、
自
治
協
体

育
振
興
部
会

主
催
の
登
山

＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
半
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

幼
児
か
ら
八
六
歳
ま
で
健

脚
の
持
ち
主
九
十
人
余
り
が

参
加
し
、
頂
上
と
周
辺
の
二
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
。 

一
行
は
少
し
整
備
さ
れ
た

山
道
を
登
り
な
が
ら
、
道
沿
い

の
珍
し
い
草
花
や
動
物
の
説

明
に
感
動
し
た
り
、
分
岐
点
の

標
識
に
感
心
し
な
が
ら
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
し
か
し
山
城
と
は

い
え
、
本
城(
頂
上)

近
く
は
か

な
り
険
し
い
上
り
坂
が
続
き
、

お
互
い
を
気
遣
い
な
が
ら
頂

上
へ(

写
真
右
上)

。
そ
こ
か
ら
の

眺
め
は
ま
さ
し
く
絶
景
。 

そ
し
て
市
教
育
委
員
会
文

化
課
・
吉
野
健
志
さ
ん
か
ら
の

築
城
の
歴
史
説
明
に
静
か
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
二
神

山
城
は
鎌
倉
時
代
に
築
城
さ

れ
、
県
内
で
最
も
古
い
城
だ
そ

う
。
歴
史
秘
話
も
多
々
残
る
三

百
十
三
メ
ー
ト
ル
の
山
城
で
、

屋
敷
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
往
時
を

し
の
ん
で
い
ま
し
た
。 

下
山
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
帰

っ
た
参
加
者
か
ら
は
「
ほ
ん
と

に
楽
し
か
っ
た
ぁ
」
と
い
う
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
。
普
段

は
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
半

も
あ
れ
ば
楽
し
め
る
そ
う
。 

二
神
山
は
下
見
財
産
区
が

管
理
。
各
組
か
ら
選
出
さ
れ
た

ス
タ
ッ
フ
が
、
毎
年
、
年
数
回

以
上
の
草
刈
り
や
下
刈
り
を

行
い
、
誰
も
が
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
、
維
持
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。 

十
一
月
十
二
日
、
下
見
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
広
場

で
第
三

回
グ
ラ

ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
下
、

絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

日
和
、
三
支
部
か
ら
四
二
人
が

参
加
。
い
つ
も
通
り
の
成
果
を

あ
げ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
何

度
か
、
そ
の
度
に
「
お
お
ー
」

と
い
う
ど
よ
め
き
も
。
穏
や
か

な
空
気
に
包
ま
れ
た
会
場
で

し
た
。
「
よ
く
練
習
す
る
人
は

強
い
」
と
ス
コ
ア
数
の
多
い
自

分
を
振
り
返
る
人
。
「
家
の
中

に
い
る
よ
り
も
こ
こ
に
来
て

話
す
会
話
が
楽
し
い
」
と
も
。 

 

今
回
の
優
勝
は
下
見
支
部

の
重
楽
生
子
さ
ん
。
二
位
宮
川

寿
さ
ん
、
三
位
は
光
岡
和
治
さ

ん
と
、
上
位
は
下
見
支
部
の
も

の
に
。
参
加
者
は
み
な
元
気
で

明
る
い
人
た
ち
ば
か
り
。 

 

三ツ城自治協議会 

平成 28年 12 月吉日発行 

三ツ城自治協議会下見支部 

 

 

下見支部だより 
第 6 号 

 

本城(頂上)から広島大学方面を望む 
 

東ピークを目指して歩く一行 

再発見！ 
 

第３回三ツ城自治協議会 

グラウンドゴルフ大会 

開 催 

 

ナイス 

クラブ！ 

さ
く
ら
広
場
で 

宝
さ
が
し
を
す
る
一
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幻
想
的
な
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
が
古
墳
を
照
ら
す
「
光
の

宴
」
が
、
十
月
二
十
三
日
、
三

ツ
城
古
墳
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

三
ツ
城
自
治
協
議
会
最
大

の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で

三
回
目
。
前
日
が
雨
天
で
当
日

に
延
期
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

も
少
々
変
更
が
あ
っ
た
も
の

の
自
治
協
区
内
か
ら
大
勢
の

人
が
来
場
。
中
に
は
遠
く
高
屋

町
や
他
地
区
、
ま
た
多
く
の
外

国
人
、
留
学
生
も
訪
れ
ま
し
た
。 

入
場
者
は
肌
寒
さ
の
中
で

も
、
昼
間
と
は
趣
の
違
う
三
ツ

城
古
墳
と
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯

が
織
り
な
す
不
思
議
な
世
界

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

古
墳
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
和
楽
器
や
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
な
ど
様
々
な
催
し

物
が
。
ま
た
、
人
気
の
歴
史

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
お
も
て
な

し
カ
フ
ェ
の
お
茶
席
。
ま
ん

じ
ゅ
う
、
い
な
り
ず
し
や
記

念
メ
ダ
ル
販
売
、

三
ツ
城
メ
ー
ル

登
録
コ
ー
ナ
ー

な
ど
た
く
さ
ん

の
ブ
ー
ス
も
用

意
。 

 

今
回
も
「
光

の
宴
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催(

平
成
二
十
九
年

六
月
予
定)

さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
三
脚
や
大
き
な

カ
メ
ラ
を
携
え
た
人
た
ち
が
、

密
か
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
探

し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー

ド
を
散
策
し
て
い
ま
し
た
。
コ

ン
テ
ス
ト
の
写
真
は
三
ツ
城

古
墳
の
四
季
の
日
常
で
も
よ

く
、
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。 

「
光
の
宴
」
は
三
支
部
か
ら
、

ま
た
広
島
大
生
な
ど
二
百
八

十
人
余
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
何
か
月
も
前
か
ら
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
そ
れ
ぞ
れ
に
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
変
な

中
で
も
自
分
た
ち
で
作
り
あ

げ
る
楽
し
さ
も
あ
る
と
か
。  

「
光
の
宴
」
も
毎
年
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
と
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
願
い
は
同
じ
で
す
。 

来
年
に
向
け
よ
り
興
味
深

く
、
満
足
感
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
で
き
る
よ
う
、
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

毎
年
、
市
が
行
う
構
成
世
帯

調
査
が
三
ツ
城
自
治
協
議
会

で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

各
支
部
の
区
長
が
そ
れ
ぞ

れ
出
来
る
範
囲
で
世
帯
調
査

を
実
施
。
そ
れ
に
よ
り
地
域
づ

く
り
推
進
交
付
金
が
算
定
さ

れ
、
来
年
の
交
付
金
額
が
基
本

部
分
で
決
ま
り
ま
す
。
三
ツ
城

自
治
協
議
会
の
構
成
世
帯
は

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
現

在
、
四
千
三
百
九
六
世
帯
、
下

見
支
部
は
九
百
六
十
四
、
西
条

中
央
支
部
は
三
千
二
百
三
十

三
、
西
条
東
支
部
は
百
九
十
九

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
、

団
地
が
増
え
様
々
な
住
民
が

居
住
。
多
忙
を
極
め
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
協
力
で
き
る

と
こ
ろ
は
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

入場者が続々増える 

午後 5 時 40 分頃 

 

10 月 23 日 

人気の写真撮影スポット 

ロ
ー
ド 

人気歴史クイズ５番所 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

つ
く
る
光
の
宴 

キャンドル 

平成 28 年 

構成世帯調査結果 



防犯カメラ設置

予定 

            

  
 

  

 

   

 

 

 

 

 

変なオッサン？登場 

盆踊り歌を歌う 

おやじコーラス 

メンバー？ 

カ
ー
プ
ジ
ェ
ッ
ト
風
船 

 

 

 「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会
」
が
十
月
二
九
日
、
市
文

化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
・
小
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か

ら
二
百
四
十
人
余
り
の
防
犯

に
携
わ
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
ホ
ー
ル
に
集
結
。 

市
内
で
三
十
年
の
歴
史
を

持
つ
「
イ
ー
ス
ト
・
ウ
エ
ー

ブ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

で
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
。 

下
見
支
部
か
ら
は
数
人
が

出
席
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

三
ツ
城
小
児
童
の
毎
日
の
見

守
り
や
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
通
称
「
青
パ
ト
」
で
早
朝
、

そ
れ
ぞ
れ
週
２
回
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
人
な
ど
。
ま
た
、

三
永
地
区
や
黒
瀬
・
乃
美
尾
地

区
か
ら
は
、
試
行
錯
誤
で
現
在

に
至
っ
た
児
童
見
守
り
の
活

動
を
発
表
。
多
く
の
参
加
者
の

賛
同
を
得
る
な
ど
で
交
流
。 

東
広
島
警
察
署
・
塚
本
明
義

生
活
安
全
課
長
は
「
皆
が
度
々

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
こ

と
で
、
犯
罪
者
は
こ
の
町
は
や

り
に
く
い
な
と
思
う
」
と
、
講

評
し
て
い
ま
し
た
。 

東
広
島
市
で
は
、
市
民
に
安

全
な
空
間
を
提
供
し
、
犯
罪
予

防
被
害
の
未
然
防
止
を
目
的

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
駅

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
。
今
年

度
、
五
台
の
う
ち
二
台
を
下
見

地
区
近
辺
に
設
置
予
定
で
す
。 

★
ゆ
め
タ
ウ
ン
学
園
店
付
近 

(

下
見
六
丁
目
広
大
北
入
口
交

差
点)

★
鏡
山
公
園
入
口
の
二

か
所
。
工
期
は
平
成
二
八
年
十

二
月
～
平
成
二
十
九
年
三
月
。 

様
々
な
浴
衣
姿
が
夏
ま
つ

り
に
花
を
添
え
る
第
三
十
六

回
下
見
夏
ま
つ
り(

八
月
六
日)

。

各
組
ご
と
の
夜
店
は
も
ち
ろ

ん
今
年
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ

ラ
ウ
ン
ド
西
側
に
ス
テ
ー
ジ

が
登
場
。
ど
こ
か
ら
で
も
見
え

る
よ
う
に
、
そ
し
て
参
加
者
が

よ
り
楽
し

め
る
よ
う

に
と
い
う

配
慮
か
ら

で
す
。 

十
月
十
六
日
、
号
砲
を
合

図
に
区
民
運
動
会
、
区
民
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
組
、
心
を
一
つ
に
し
て
応

援
。
結
果
一
―
一
組
が
優
勝
。 

変
な
オ
ッ
サ
ン
の
お
陰
？ 

 

   

 

   

平成 28 年  

「防犯ボランティア 

交流会」 開催 
 

東広島市防犯連合会 

 

 

くらら に集まった各地区の 

防犯ボランティアたち 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下見夏まつり 開始直後 夜店めぐりで賑わう 

下見区民運動会、区民文化祭 

 

    

 

 

三
永
地
区
の
発
表 

か
な
り
の
鮮
明
さ 

文化祭 

出品作品の一部 



 

 

「おやじコーラス 

メンバー」 
毎週、土曜日１０時から、

下見福祉会館でコーラスの

練習をしています。声を出

す事でストレス発散にな

り、腹式呼吸をする事で健

康にもよいとか。日頃の練

習成果を文化祭などで披

露。指導は広大東雲合唱団

パストラールメンバー。 

ただ今メンバー募集中！ 

問合せ／ 

有川廣志さん 
 

 

 

おやじコーラス 

メンバー 
毎週、土曜日１０時から、

下見福祉会館でコーラスの

練習をしています。声を出

すことでストレス発散にも

なり、腹式呼吸なので健康

にもよいとか。日頃の練習

成果を文化祭などで披露し

ています。 

ただ今メンバーを募集中。 

 

 

 

 

     

 

 

恒
例
の
新
年
互
礼
会
が
平
成 

二
九
年
一
月
一
日
、
午
前
十
時 

か
ら
下
見
福
祉
会
館
で
開
催
さ 

れ
ま
す
。
参
加
者
も
最
近
は 

六
十
人
余
り
に
減
少
気
味
と
か
。 

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、 

新
年
は
ま
ず
互
例
会
で
初
顔
合 

わ
せ
＆
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
。 

当
日
は
、 

九
十
歳
・ 

百
歳
を
祝
う
、 

長
寿
表
彰
も 

さ
れ
ま
す
。 

 

 

門松作り 

七五会 会員 

 
 

下
見
地
区
で
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
初
冬
の
風
物
詩

「
亥
の
子
祭
り
」
。
今
で
は
、

継
続
を
し
て
い
る
組
は
ご
く

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。 

十
一
月
十
三
日
、
三
の
一
組

で
は
三
十
数
年
ぶ
り
に
亥
の

子
を
復
活
さ
せ
た
そ
う
。
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
長
い
間
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
団
地
が

で
き
る
と
共
に

子
供
た
ち
も
増
え
、
地
元

の
人
か
ら
亥
の
子
復
活

案
が
。
世
話
人
が
亥
の
子

の
歴
史
、
歌
、
御
幣(

ご

へ
い)

の
作
り
方
を
地
区

の
古
老
に
聞
い
た
り
、
調

べ
た
り
し
て
、
子
供
会
で

説
明
。
子
供
た
ち
や
保
護

者
は
そ
れ
を
実
践
。 

亥
の
子
石
が
再
び
登
場
し

た
こ
と
に
、
地
元
の
人
た
ち
は

大
い
に
喜
び
ま
し
た
。 

亥
の
子
祭
り
に
は
、
子
供
会

を
含
め
四
十
人
余
り
が
参
加
。

歌
を
歌
い
な
が
ら
、
各
家
を
廻

っ
て
「
亥
の
子
も
ち
」
を
つ
き

御
幣
を
渡
す
と
い
う
流
れ
。 

 

今
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
、

砂
利
敷
な
ど
の
家
も
多
く
、
つ

く
場
所
の
問
題
も
。
そ
れ
ら
を
、

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
少
し
ず
つ
解
決
し
て
い

き
ま
し
た
。 

子
供
会
で
は
、
伝
統
文
化
で

あ
る
亥
の
子
祭
り
も
新
鮮
な

行
事
。
準
備
の
大
変
さ
、
組
内

の
人
と
の
触
れ
合
い
の
喜
び

を
知
り
、
来
年
に
向
け
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

実
り
と
幸
せ

を
も
た
ら
す
と

言
わ
れ
て
い
る

歳
神
様
。
そ
の
神

様
が
降
り
て
く

る
際
の
目
印
と

な
る
の
が
門
松
。 

今
年
も
十
二
月
十
九
日(

月)

、

七
五
会
の
各
組
・
会
員
に
よ
り
、

下
見
福
祉
会
館
の
玄
関
前
に

飾
ら
れ
新
年
を
迎
え
ま
す
。
松
、

竹
、
梅
、
南
天
…
ま
た
縄
や
土

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
材
料
を
準

備
。
門
松
は
伝
統
的
な
方
法
で

昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
会
員
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
こ
だ
わ
り
が
。
作
り
方
を
覚

え
継
承
さ
れ
る
こ
と
も
大
事

だ
と
か
。 

福
祉
会
館
を
訪
れ
る
時
は

ぜ
ひ
門
松
に
目
を
留
め
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。 

地区の情報、ご提案、ご意見など 

なんでもお寄せください。 

お手伝いくださる方も大歓迎！ 

募集 
 

三ツ城自治協議会下見支部・広報部 

東広島市西条下見 5 丁目-4-8（下見福祉会館） 

☎・FAX (082)427-6511（月・木午前中） 

E-mail  mitsujyo-jk@poem.ocn.ne.jp 

 

 

 

 

亥の子祭り 
30数年ぶりに 

復活！ 
 

３の１組 

子 供 会 

 

 

 

 

 

休
眠
か
ら
目
覚
め
た

亥
の
子
石 

段々と上手く 

つけるように 

なった子供たち 

 

新年互礼会 

平成 29 年 

１月１日 

午前 10 時 
下見福祉会館 

御幣が立てられる 

 

あ
る
年
の
門
松 

 


